
 

 

 

 

 

 

学校と家庭と地域が ともに学び 支え合う ‼ 

文部科学省は，“教育振興基本計画”（令和 5 年 6 月 16 日閣議決定）の中で，「ウェルビーイングが

実現される社会は，子供から大人まで一人一人が担い手となって創っていくものである。子供たち

一人一人が，幸福や生きがいを感じられる学びを保護者や地域の人々とともにつくっていくこと

で，学校に携わる人々のウェルビーイングが高まり，その広がりが一人一人の子供や地域を支え，

さらには世代を超えて循環していくという在り方が求められる。」と述べています。   

※ウェルビーイングの実現とは …多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに，            

地域や社会が幸せや豊かさを感じられるものとなること 

本号では，子供たちの学ぶ学校という舞台で，世代を超えた交流（学び）を展開している「神東

小学校」を紹介します。 

 保護者・住民の参加型授業（国語・算数）と 地域サロン等とコラボした 「ふれあい・焼き芋パーティー」＞ 
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つ な が り 

二次元コードから

閲覧可能です。 

神東小学校 

校長先生の言葉…「地域の方から『久しぶりに知り合いに出会えて嬉しかった。』『楽しかった～と孫が帰ってき

ました。』等々たくさんの言葉をいただきました。」 地域の方の言葉…「学校が機会を設けてくれたお陰で，60

名近くが楽しいひと時を過ごせました。」 子供も地域も元気になる「地域とともにある学校」となっています。 

パンは，忙しい朝でも

素早くできるので便利

です。＜小学生＞ 

子供と大人が同じ立場

で，話しました。とても楽し

かったです。＜保護者＞ 

チーム神東（神東に住んでいる人，また神東小や地域を愛している人みん

な）の「つながり」をより強く，より広げていくこと，みんながワクワクしながら，

一緒に行事や活動を創っていくことを大事にしています。＜校長＞ 

どちらかに立場を決めて

話し合います。自分の考

えを伝えたり，相手の意見

に質問したりして，考えを

深めましょう。『あなたの朝

食は，パンですか。ご飯で

すか⁉』＜担任＞ 

計算や図形の問題など頭の体操になりま

した。子供と大人が話し合って一つの答

えを出すことも新鮮でした。＜地域住民＞ 
全校児童 6人で，準備し進行

しました。「だるまさんがころん

だ」「じゃんけん列車」ともに皆

さんが喜んでくれてよかった

です。“みんなの神東サロン”

の皆さんの「宝さがし」もとても

楽しかったです。＜小学生＞ 

宝探しの景品で

す。みかんをどう

ぞ。＜地域住民＞ 4 月 スタート会 4 月 イチゴ狩り 5 月 サロンで交流 年 3～4回 マイヤーレモン栽培の手伝い 


